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【発明の概要】
光無線給電において受光側（太陽電池側）にフライアイ（ハエの目）レンズ及び反射板を置くことで光ビームの
位置・傾きの変動に対して安定な光無線給電を行うことができる（図２－４）。
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発明の名称：受光モジュールおよび光給電システム

【応用分野・適用製品】
IoT端末（センサー）への給
電（右図）を含む多様な機
器への無線給電に適用で
きる。

【産学連携会員企業の皆様へのアピールポイント！】
今後適用シーンが広がるIoT端末（センサー）は給電が課題となっており、光無線給電はこれを解決する技
術として注目を集めている。また、多くの機器への遠隔の無線給電手法としても期待されている。従来、光
無線給電は光源ビームの位置・傾きの変動があると給電効率が低下するのが難点だったが、フライアイレ
ンズを太陽電池の直近におくことにより、光源モジュール（光ビーム）の位置変動に対する太陽電池上の光
分布変動を小さく抑えることができるので、実用性が大きく向上する。
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図１．従来の構成
（フライアイレンズを光源側に配置）

図２．発明の構成（その１）
（フライアイレンズを受光側に配置）

図３．発明の構成（その１）で光ビームが上に
ずれた場合（太陽電池上でのずれを抑えられる）

図４．発明の構成（その２、反射板あり）

受光側に反射板を配置することで、斜めに
光が入射した場合でも光を太陽電池に照射
することが可能になる。
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